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網膜動脈閉塞症は，急激な高度の視力低下を生じる予

後不良な疾患である。発症初期には，閉塞した網膜動脈

は著しい狭細化，もしくは白線化を示し，閉塞した動脈

の支配領域の網膜は虚血のために乳白色に混濁し，特徴

的な眼底像を呈する。病理組織学的検索では，発症初期

には網膜内層に虚血による浮腫が認められ，発症から時

間が経過するにつれて壊死による網膜組織構造の著しい

破壊が観察され，とくに，神経線維層から内穎粒層まで

の破壊が著明である')と，されている。この疾患におい

て，組織学的所見の経時的変化についての報告はこれま

でされているが，臨床所見の経時変化，特に網膜厚と網

膜感度の変化について検討した例はない。今回我々は網

膜動脈分枝閉塞症の一症例に，ハイデルベルグレチナト

モグラフ（HeidelbergRetinaTomograph，ハイデルベ

ルグ社：HRT）による網膜厚の定量的解析，走査レー

ザー検眼鏡（scanninglaserophthalmoscope，ローデン

ストック社：ＳＬＯ）による網膜感度測定，さらに，フ

ルオレセインとインドシアニングリーンを用いた蛍光眼

底造影検査を行い経過観察することができたので報告す

る。

Ⅱ症例

症例：５５歳，男性

初診：1997年２月６日

主訴：左眼下方視野欠損

現病歴：1997年２月３日，突然の左眼下方視野欠損を

自覚し，２日後近医を受診したところ，左眼網膜動脈分

枝閉塞症と診断され，治療目的に２月６日旭川医科大学

附属病院眼科を紹介され，同日入院となった。

既往歴：高血圧
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初診時所見：視力は右眼矯正1.5,左眼矯正1.2,眼圧

は右眼１４ｍｍＨｇ，左眼１０ｍｍＨｇ・対光反応は異常な

し。両眼とも中間透光体には異常なく，軽度白内障を認

めるの承であった。眼底は右眼には異常はなく，左眼は

中心嵩を回避して上方２象現に白色混濁を認めた（図

1a)。ゴールドマン視野検査では，左眼に水平半盲様の

下方視野欠損を認めた。

Ⅲ結果

初診時：フルオレセイン蛍光眼底造影では，上耳側お

よび上鼻側動脈に充盈遅延を認め，伴走する静脈から先

に充盈され（図１b)，インドシアニングリーン赤外蛍光

眼底造影では，網膜の白色混濁部位に一致して脈絡膜蛍

光が不明瞭だった（図１c)。ＳＬＯによる動的微小視野検

査では，ゴールドマンⅢ相当の大きさ，０ｄＢの強さの

連続光を動脈閉塞領域から非病変領域へ向かって動かし

た。この光が感知不能な領域を絶対暗点領域とし，初め

て感知した部位をその境界とした。初診時では，網膜の

白色混濁部位にほぼ一致して絶対暗点領域が検出された

(図２)。ＨＲＴを用いて，中心嵩付近20｡の網膜形態を定

量的に解析した。網膜の白色混濁部位に一致した網膜表

面の隆起を認めた（図３a)。病変部と非病変部を中心嵩

を境としてそれぞれ等間隔に８点をとって網膜隆起の平

均を計測した。初診時，病変部の網膜隆起高（平均網膜

隆起高士ＳＤ）は，0.126士0.045ｍｍで，非病変部は，

0027士0.022ｍｍであった。したがって初診時の動脈閉

塞領域の網膜は，非病変部に比べて99伽隆起していた

(Student-ttest,ｐ＜0.05）（図3b)。

３か月後：白色混濁は，２か月後にはほぼ消退し，３

か月後には，動脈の白線化と狭細化が明らかとなった

(図４a)。それ以降は，検眼鏡的に眼底に大きな変化は

生じなかった。３か月後のフルオレセイン蛍光眼底造影

所見では，初診時に見られた上耳側および上鼻側動脈の

充盈遅延は改善していたが，網膜循環時間は延長したま
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